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卒業生の皆さん、
大学生活を満喫で
きただろうか。瑩

山禅師の名言「茶に逢うては茶を喫し、飯
に逢うては飯を喫す」とは、例えば人に
逢ったら人を喫し、本に逢ったら本を喫
すということで、出逢ったものを消化し
尽くすと解釈できる。満喫とは思う存分
に楽しむことにとどまらず、対象と自分
とが一体になることである◆茶室の掛け
軸などで見かける語句「喫茶去」も、一服
のお茶を勧める意味にして、身分貴賎老

若男女にとらわれることなく、一期一会
の真心を込めて相手と対峙する禅の悟り
を表す一語としてあまりに有名だ。私も
好みのコーヒーを豆から買ってきては研
究室で楽しんでいる。学生たちに「まあ
お茶でも」と淹れることもある。差し出
すのは碗ではなく紙コップではあるが、
学生たちは私の真心を感じ取ってくれて
いるだろう◆こうして接した学生たちに
も、やがて大学卒業の節目が訪れる。唐
の劉希芝の詩に「年年歳歳花相似、歳歳
年年人不同（毎年咲く花は同じであるが、

人々の世は同じことはない）」とあるが、
ここで心にとめるべきなのは無常観では
なく「花は毎年咲く」という一節だろう
◆卒業生の皆さん、花瓶に生けられめで
られる花もよし、野に咲く花もよし、社
会に出た後は自らの状況を味わい尽くし、
心移りすることなく目の前の事象に集中
しよう。他者との出会いを大切に、人生
を存分に味わい、誰も見ていなくても自
分の花を毎年咲かせてほしい。良寛さん
の詩「花無心」のよう、やがて誰もが蝶の
とまる花になるだろう。

卒業生に贈る言葉

　身心堅固に無事学業を成就され、晴れ
て卒業なさる学生諸兄姉に、教職員一同、

心からお祝い申し上げます。合わせて、長い間この日が来
ることを楽しみにされ、陰

いん

に陽に物心両面からご後援くだ
さった保護者、ご親族の皆々様にお慶び申し上げ、慎しん
で感謝を申し述べさせていただきます。
　禅宗寺院では、僧堂や方丈、庫

く

裡
り

他諸寮に木
もっ

版
ぱん

を掛け、
諸行事を執り行うときにこれを打ち鳴らして大衆に報知し
ます。この板には四字句五行で「謹白２大衆１、生死事大、
無常迅速、各宜２醒覚１、慎勿２放逸１」（つつしんでだいし
ゅうにもうす しょうじじだい むじょうじんそく おのおの
よろしくせいかくすべし つつしんでほういつなることなか
れ）と墨書されています。この文は大体このような意味に
なります。「皆に申し上げる、人生を大事にしよう、人の一
生はあっという間だ、いつもこの道理を心に留め、怠らず
努力しよう」。版木の音に修行僧たちはこう励まされるわけ
です。いうまでもなくこの句は、「諸行は無常である」から、
初めも善

よ

く、途中も善く、終りも善く、怠らず努めよ、と
教えられた釈尊の教えを承

う

けています。古人も「光陰虚し
く度
わた

ること勿れ」（石
せき

頭
とう

希
き

遷
せん

）、「一寸の光陰軽
かろ

んずべからず」
（朱子）等々、同様に訓

おし

えます。それは「うつくしい時間は、
つねに、いまここに、目の前にある」（長田弘詩句）という
ことでしょう。
　本学で坐禅の教えを学ばれた皆さんは、きっといついか
なる場面でも、姿勢を正し、乱れた呼吸を調

ととの

え、心を冷静
に保って、丁寧に仕事に当ることができるはずです。日頃
からよく調えた自分自身を寄

よ

る辺
べ

にして、人生のいかなる
局面も自らに潔ぎよく引き受け、たくましく美しく生きて
いかれることを念じてやみません。珍重

　駒澤大学の卒業生の皆さん、おめでと
うございます。

　皆さんを待ち構える社会は国の内外を問わず、厳しいも
のがあります。グローバル化に伴い、伝統社会は揺らぎ、
変化し、経済環境・雇用情勢が厳しさを増し、国際紛争が
頻発し、そこには民族間の対立と、宗教問題が表裏をなし
ており、多くの国で社会不安が広がっています。我が国で
も少子高齢化が進み、経済・社会・地域の格差が叫ばれて
います。
　このように不透明な社会に巣立っていく皆さんですが、
私は心配しておりません。グローバル社会の中で、主体的
に考え、行動できる皆さんだと確信しているからです。
　それは、皆さんが、まず、駒澤大学の建学の理念である「行
学一如」の実践の中で専門・教養の学問を学んできたから
です。アクティブな「学」を実践（行）に移し、そこから
学び、自己を磨いていく、自己陶冶を図っていくことを身
に付けているからです。
　禅は世界から注目されていますが、本学はその禅の大学
です。思いやりの心を大切にし、とくに、学友を大切にす
る心があります。永平寺を開かれた道元禅師は「僧」は勝

しょう

友
ゆう

なるがゆえに帰依する、尊崇すると述べています。「僧」
とは、僧

そう

伽
ぎゃ

のことで、集団という意味です。大学でいえば
学園の友となります。学友は優れた友であるから互いを尊
敬し合うと言うことになります。この友を尊敬し合うとい
う精神は、実社会でも大切なものになるでしょう。
　また、禅宗の言葉に、「随

ずい

処
しょ

に主
しゅ

となる」があります。い
かなる場でも、自分の力を発揮できることが必ずあるはず
です。主体となって、考えて、行動するということが大切
です。「行学一如」「勝友同士おたがいを敬う」「随処に主と
なる」を贈る言葉といたします。

総長　池田　魯參

諸行は無常である
グローバル社会の中で、
主体的に考え、
行動できる人であれ
学長　廣瀬　良弘
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　駒澤大学教育後援会の会長の桐畑秀
司です。卒業生の皆さま、ご卒業おめ
でとうございます。
　駒澤大学で磨かれた学力、知識、経
験を活かし、希望に満ちた大空へ羽ば
たいてください。環境が変われば慣れ
るまではしばらく大変な思いをするで
しょう。皆がそれぞれの現状と戦って
おり、今を生きています。苦しいのは、
辛いのは、自分だけではありません。
人は人との繋がりなくして成長するこ
とはあり得ず、両親や兄弟、師や先輩
などの、多くの人から力をもらってい
ます。それらは全て偶然ではなく、必
然の縁の繰り返しによって生かされて
います。だからこそ、起こり得る縁は
神様からのプレゼントではないでしょ
うか。心が変われば、行動が変わる。
行動が変われば、習慣が変わる。習慣
が変われば運命が変わります。
　皆さまが駒澤大学の卒業生として各
分野でご活躍をされることを願って、
お祝いの言葉といたします。

　駒澤大学駒澤会は卒業生の父母の会
として、駒澤大学で学ばせていただい
た御恩返しの思いを込め、永きにわた
り一人でも多くの学生に奨学金を授与
することを目的の一つとして活動してい
るところでございます。奨学生も発足
以来1,000人を超えることができました。
　皆さまは、駒澤大学での学びを終え、
新たな舞台での挑戦が始まります。学
ぶという面では学生も社会人となって
も同じです。社会人でも自ら学び、そ
して経験していくという主体的な姿勢
が必要です。社会人になると様々な苦
い思いも経験することでしょう。しか
し、どのような経験も今後の人生にお
いて教訓、財産となります。若い間は
何事も恐れず積極的に沢山のことを経
験してください。
　「目的が目標を生み」「目標が努力を
生み」「努力が成果を生み」「成果が満
足を生む」。満足いく人生を歩まれ、
駒澤大学の卒業生として皆さまが各方
面で大活躍されることを念じ、お祝い
の言葉といたします。

　同窓会は、23万人の会員を擁する団
体です。同窓生に「支部総会開催通知」・
「同窓会だより」・「ホームカミングデ
ーご案内」などを送付しています。転
居により年間2,000件を超える変更が
あり、送付した「同窓会だより」も返
送されてきています。一番のお願いは、
どうか駒澤大学同窓会との縁を絶やさ
ず、転居の際はご一報をお願いしたい
ということです。
　それから、同窓生の25パーセントを
超える女性会員の活動にも一層目を向
けて活動支援をしていきます。全国58
支部を支える柱は常に平等であり、か
つ多くの会員参加が重要であると考え
るからです。年齢・学部の垣根を超え
た仲間作りなど、あらゆる可能性を秘
めた同窓会活動は、この上ない人生の
宝となり得ることを私自身痛切に感じ
ております。
　最後に、物心両面にわたり支援され
てきましたご父母の皆さまに心よりお
祝いを申し上げます。ご卒業おめでと
うございます。

出会いと縁を
大切に大切に
教育後援会―在学生父母の会― 駒澤会―卒業生父母の会― 同窓会―卒業生の会―駒澤会

新しい舞台で
大活躍を

同窓会

同窓会活動から
得られるもの

教育後援会会長

桐畑　秀司
同窓会会長

萩野　虔一

卒業される皆さんへ　学部長からのメッセージ
　ご卒業おめでとうございます。皆さ
んにとって、この大学４年間はいかが
でしたか。
　楽しかったことも、辛かったことも
あったでしょう。友だちとの出会い、
先生との出会いもあったでしょう。
　ところで、皆さん、「因果応報」っ
てご存知ですか。大企業に入られた方、
やっと小さな会社に入られた方もいる
でしょう。私は、過去の因縁、努力で
皆さんの道はほとんど決まっていると
思います。しかし、これからの新しい
職場で、いかに自分を伸ばすかの努力
により、さらにすばらしい道が開けま
す。留まることなく、前向きに人生を
歩んでください。また、一日一日を精

一杯生きることです。これが「行学一
如」の本質と思います。
　これから皆さんが旅立つ社会は、目
まぐるしく変化していて、少子高齢化、
オイル安、中国の景気減速など不安要
素がたくさんあります。新しいことや
困難に挑戦する時、失敗を恐れ、とか
く臆病になりがちです。しかし、若い
時の失敗や挫折は人生の貴重な宝で
す。同じ失敗を繰り返してはいけませ
んが、極めて大事なことは「失敗を恐
れながらも挑戦する勇気をもつこと」
です。広い視野で深く貪欲に学び、さ
らに幅広い体験を積んで「失敗をしな
い人」ではなく「失敗を大切にする人」
になり、人の心の痛みもわかるたくま

しい人間に成長し続け、そして、駒大
生がもつ、大らかさを大切に、勇気を
失うことなく、いつも輝いている人で
あってください。
 （医療健康科学部長　瀬尾　育弐）

仏教学部 金沢　　篤
文学部 谷口　泰富
経済学部 姉歯　　曉
法学部 高橋　洋城
経営学部 兼村　栄哲
医療健康科学部 瀬尾　育弐
GMS学部 各務　洋子
総合教育研究部 池上　良正
法科大学院 對馬　直紀

駒澤会会長

森屋　正治
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学園を去るにあたって

感謝の4年間
文学部英米文学科４年　國井　勇希
　私は体育会剣道部に所属しており、昨年は主将も務めさせてい
ただきました。特に２年次には東京都代表となり、全国ベスト４
という結果も残すことができ、高校時代選手になれず悩んだ日々
も無駄ではなかったと身をもって感じることができました。また、
仲間たちとの飲み会で真剣に語り合い、時にはふざけ合い、涙や
笑顔の絶えない幸せな時間を過ごせたことは、人生の宝物になり
ました。
　勉強面では、ゼミ活動を通して人間的に幅広い視点を身に付け
ることができ、また課外活動や合宿も逢見先生をはじめ友人たち
の支えにより良い思い出となりました。
　私の４年間は多くの人との出会いと支えによって成り立ってい
たと実感しています。それもこの駒澤大学という場があったから
です。ありがとうございました。在学生の皆さん、それぞれの目
的を忘れず最後までやりぬいてください。

大学生活の思い出
仏教学部仏教学科４年　若林　孝彦
　2014年４月、仏教学部に社会人編入学してから、あっという間に２年が過
ぎてしまいました。
　私は、最初の大学では法律学を勉強し、会社でも30年以上企業法務に携わ
ってきたので、次に何かを学ぶとしたら、実用的な学問ではなく、何か哲学的
なことを勉強したいと思っていました。
　最初は、曹洞宗の教えが強調されるのかな、と思っていましたが、そのよう
なことはまったくありませんでした。道元禅師の思想を学ぶ場合でも、文献批
評の原則に則って講義が行われていることには、とても感銘を受けました。
　仏教学部には、インド、中国、日本、それぞれの分野で素晴らしい先生方が
大勢いらっしゃり、また、図書館の仏教関係の本も充実しているので、仏教を
広い視野で勉強することができ、本当によかったと感謝しています。

経験から学んだこと
経済学部経済学科４年　山下　僚太
　松本典子ゼミで学んだ「地域活性化」を活かして、困っている人の力になりた
いと思い、東日本大震災復興支援を行いました。大学生活と両立できる方法を考
えた結果、横浜で開かれた「岩手物産展」を手伝うことに決め、いただいたお金
はすべて被災地への一人旅に使いました。「おおふなと夢商店街」で４万円分のお
土産を買い、商店街の理事長に泣いて喜んでいただいた時、自分の心に素直にな
って実行してきた行動が人の役に立ったと実感し、うれしくなりました。
　根拠を持って行動すれば、自信が持てます。人生に正解はないので、いかに自
分が納得して行動できるか、これが人生を有意義にする最善の道なのだろうと思
います。今後も自分に素直に行動し、堂々と生きていきたいです。そうすることで、
今までお世話になった方々にも恩返しできればと思います。４年間お世話になっ
た皆さま、本当にありがとうございました。

▲学部のソフトボ
ール大会でゼミ

が初優勝し、胴上
げされるキャプ

テンの山下さん

▲学部のソフトボ
ール大会でゼミ

が初優勝し、胴上
げされるキャプ▲学部のソフトボ
ール大会でゼミ

が初優勝し、胴上
げされるキャプ▲学部のソフトボ
ール大会でゼミ

が初優勝し、胴上
げされるキャプ

國井　勇希

～卒業生からのメッセージ～

▲第63回全日本学
生剣道優勝大会に

て
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サークルでの出会いと学び
法学部法律学科４年　井上　藍香
　私は、放送研究会のメンバーとして約２年半活動していました。放送研究会では、自分
たちで一から映像・音声作品を制作し、年４回発表会を行いますが、どの活動においても
メンバー全員が一致団結しなければ成功しません。今まで何事にも個人プレーが多かっ
た私は、ここでチームワークの大切さを学びました。また、合宿の企画運営も行いました。
何もかもが初めてで困難も多くありましたが、それを乗り越えたという経験は私の大きな
自信に繋がり、色々なことへの挑戦の原動力になりました。そして、信頼できる同期や
人生の目標になるような先輩方との出会いは私の人生に大きく影響したように思います。
　このサークルにいたことで、大変充実した学生生活を送ることができ、同時に多くの
学びを得ました。私を支えてくださった全ての皆さま、ありがとうございました。

4年間を振り返って
経営学部市場戦略学科４年　五十嵐　駿太
　駒澤大学に入学してからの４年間を振り返ると、人との出会いや経
験した出来事のすべてが今の私を形成する重要な要素で、それらのう
ち一つでも欠けていたらきっと今の私はなく、これからの人生も異な
るものとなっていたでしょう。入学当時は経営に携わるための勉強が
したいという漠然とした気持ちでいましたが、講義や先輩の話を聞い
て具体的に会計や財務の立場からの経営を学びたいと考え、意欲的に
講義や資格取得のための勉強に取り組むことができました。企業の財
務諸表を用いた講義を受ける機会がなければ、これほどの興味は抱か
なかったかもしれません。
　私は些細なきっかけで将来が大きく変わり得る大学生活を駒澤大学
で過ごせたことをうれしく思います。また、ともに過ごした友人や支
えてくれた先生方や家族に感謝しています。ありがとうございました。

駒澤大学での4年間を通して
医療健康科学部診療放射線技術科学科４年　小林　航平
　駒澤大学に入学してあっという間に４年が経ちました。入学当時は勉強や
友人関係など不安なことが多々ありました。しかし、多くの友人や先生方に
恵まれ充実した大学生活を送ることができました。毎週襲いくるレポートや
多くのテストに友人たちと一丸となり、立ち向かっていったことも今となっ
てはいい思い出です。
　来年度からは実際に臨床の場で働くことになります。そこでは、今まで勉
強してきた物事以上に人との関わり方が重要となってくると思います。大学
生活で身に付けたコミュニケーション能力を発揮して、患者さんを思いやれ
る診療放射線技師になれるように日々努力していきます。
　最後になりましたが、４年間お世話になった先生方、友人たち、先輩、後
輩に感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございました。

支えられ成長できた4年間
グローバル・メディア・スタディーズ学部
グローバル・メディア学科４年　　　　　　栗原　美咲
　入学してあっという間に４年が経ちました。多くのレポートや長い通学時間など楽ではな
いこともありましたが、今思い出されるのは友人や先生方との楽しく充実した日々です。
　大学生活での自分の成長に大きく影響を与えたのはゼミの存在です。プレゼンテーション
の仕方も聞き方も分からない私でしたが、高先生やゼミ生の厳しい指摘から多くを学び、寝
る間も惜しんで取り組んだ映像制作のグループワークでは、物怖じせず自分の意見を出し納
得のいく動画作品ができました。高先生と切磋琢磨し合った仲間の支えもあって３年間ゼミ
長を務めあげることもでき、継続は力なりという言葉を体現できたと感じています。そして、
支え続けてくれた家族にも感謝の気持ちでいっぱいです。卒業後も駒澤大学での学びを活か
し成長し続けたいと思います。４年間ありがとうございました。

4年間を振り返って4年間を振り返って
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　学長賞および学長奨励賞は、学業・善行・研究・文化・
体育などの分野で目覚ましい活躍をし、大学の名誉高揚に
貢献をした者、又は学生団体をたたえる賞です。
　学長賞を受賞した卒業年次生は、３月の卒業式において
表彰されます。

 学 長 賞
■ 個人の部  
人物及び学業又は研究業績とも優秀な者
▶ 取得科目平均点が100点満点中90点以上でかつ全ての評価がA以上
の者

●山地　未来（国文４）
●田中　　香（国文４）
●谷口　真彦（社会４）
●原田　大樹（経営４）

研究・文化・体育活動等の分野で目覚ましい活躍をし、大学の名誉高
揚に著しく貢献した者又は学生団体
▶ 対内外的において、著しい業績を挙げた者又は学生団体
●田中　亮明（商４）　ボクシング部
　第85回全日本ボクシング選手権大会　フライ級優勝
　日本ボクシング連盟平成27年度最優秀選手賞
　第22回プレジデントカップ国際トーナメント　フライ級３位
　Aqueceリオ国際ボクシングトーナメント　フライ級優勝
●樫木　祥子（歴史４）　自転車部　
　 第31回全日本学生選手権個人ロードレース
大会2015　優勝

　 文部科学大臣杯　第71回全日本大学対校選手
権自転車競技選手権大会　優勝

 学長奨励賞
■ 団体の部  
特に善行があって他の模範となる者又は学生団体
▶ 他の模範となる善行があり、教授会の推薦のある者又は学生団体
＜経営学部青木茂樹ゼミナール＞（チーム名：禅と経営プロジェクト）
●宮下　若奈・横山　佳純・橋本　春佳・木村　輝
　 学生に駒澤大学の魅力を伝えることを目的とした「駒大を食べよう、
駒大を聴こう」という企画を8回にわたり開催

＜経営学部KOMAC＞
● 深野　泉・菅野　奈々・齋藤　久芳・杉下　史歩・斉藤　健太・
　栗原　草太・翟　京京・樋口　舞・飯嶋　梓・木下　碧・齋藤　勇輝・
　加山　大樹・蓼原　雅也・野村　雄太・杉浦　実奈・伴　沙也花・
　薛　原　
　 駒澤大学同窓会東京都支部と経営学部同窓会組織「駒澤営友会」と
の連携を図り、「C-KOMAC－ツナガル　ヒロガル」を開催

研究・文化・体育活動等の分野で目覚ましい活躍をし、大学の名誉高
揚に著しく貢献した者又は学生団体
▶ 対内外的において、著しい業績を挙げた者又は学生団体
＜経営学部兼村栄哲ゼミナール＞（チーム名：Bears）
● 熊谷　美沙・古川　絢子・平田　翔吾・野口　いづみ・村松　羽澄・
柳澤　拡夢・新田　結衣

　 インナー大会2014第54回日本学生経済ゼミナール関東部会プレゼン
テーション部門において8位入賞

＜経営学部中野香織ゼミナール＞（チーム名：広告論文A班）
● 伊藤　光亮・吉岡　美佐・富田　美咲・片柳　隆晴・芹沢　彩香・
坂本　風季

　 第３回日本広告学会関東部会学生広告論文賞において銅賞を受賞

▲樫木祥子さん

＜空手道部＞
　 内閣総理大臣杯第58回全国空手道選手権大会　男子大学団体形優勝
男子大学団体組手３位　女子団体形・組手優勝
　 第59回全日本大学空手道選手権大会　男子団体形３位　女子団体組
手３位
＜陸上競技部＞
　 第27回出雲全日本大学選抜駅伝競走　３位
　 秩父宮賜杯第47回全日本大学駅伝対校選手権大会　３位
　 第92回東京箱根間往復大学駅伝競走　総合３位

■ 個人の部  
人物及び学業又は研究業績とも優秀な者
▶ 研究論文、ゼミ等で優秀、又はユニークな研究業績を挙げ、教授会
の推薦のある者
●大久保　裕貴（商４）
　 税理士試験において財務諸表論（26年度）・簿記論（26年度）・法人
税法（27年度）の３科目に合格
●在原　千尋（商３）
　 平成27年度「学生ビジネスプランコンテスト」（一般財団法人学生サ
ポートセンター主催）においてアイデア賞を受賞

特に善行があって他の模範となる者又は学生団体
▶ 他の模範となる善行があり、教授会の推薦のある者
●鶴井　孝大（歴史４）
　 全盲というハンディキャップを持ちながら、最短修業年限（４年間）
で卒業必要単位を取得、教員免許状取得
●齊藤　龍馬（経済４）
　 経済学部ゼミナール連合会主催第１回学生シンポジウムを実行委員長
として企画・運営

研究・文化・体育活動等の分野で目覚ましい活躍をし、大学の名誉高
揚に著しく貢献した者
▶ 対内外的において、著しい業績を挙げた者
●沼田　美月（心理４）
　 日本心理学諸学会連合認定第８回心理学検定特１級合格
●橋本　大樹（心理４）
　 日本心理学諸学会連合認定第８回心理学検定特１級合格
●坂東　詩乃（心理４）
　 日本心理学諸学会連合認定第８回心理学検定特１級合格
●寺内　優太（心理４）
　 日本心理学諸学会連合認定第８回心理学検定特１級合格
●佐野　まどか（国文４）　空手道部
　 内閣総理大臣杯第58回全国空手道選手権大会　一般女子組手２位
　 第59回全日本大学空手道選手権大会　優秀選手
●大原　新汰（歴史３）　空手道部
　 第26回関東学生空手道体重別選手権大会　男子84㎏超級優勝
●松田　尚樹（経営２）　卓球部
　 平成27年度春季関東学生卓球リーグ戦　１部リーグ最優秀選手賞お
よび敢闘賞
●沖島　輝（経済２）　ボクシング部
　 第68回関東大学ボクシングリーグ戦　ライトウェルター級階級賞
●岡田　耕太（市場戦略１）　硬式野球部
　 平成27年度東都大学野球春季リーグ戦　新人賞
●中谷　圭佑（経済３）　陸上競技部
　 第28回ユニバーシアード競技大会　男子10000ｍ３位
　 第27回出雲全日本大学選抜駅伝競走　１区区間賞
●西山　雄介（経済３）　陸上競技部
　 第27回出雲全日本大学選抜駅伝競走　５区区間賞
●馬場　翔大（商４）　陸上競技部
　 秩父宮賜杯第47回全日本大学駅伝対校選手権大会　６区区間賞

▲青木茂樹ゼミ ▲陸上競技部

▲表彰を受ける在原千尋さん ▲司会を務める齊藤龍馬さん

個人６人学長賞 学長奨励賞 ６団体　個人16人

平　成
27年度 学長賞表彰
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山地　未来
文学部
国文学科４年

田中　亮明
経済学部
商学科４年
ボクシング部

鶴井　孝大
文学部
歴史学科
日本史学専攻４年

（2016.3.23） 7

学長奨励賞受賞団体のコメント

学長賞・学長奨励賞受賞者のコメント

　このたび学長賞に選んでいただきま
ことにありがとうございます。駒澤大
学で過ごした４年間でボクシングもま
た、人間としても、とても成長するこ
とができました。全日本選手権優勝、
国際大会出場という目標も達成するこ
とができました。私を育ててくださっ
た、中島総監督、小山田監督、林田コ
ーチ、そして楽しい時も辛い時も一緒
に過ごしてくれたボクシング部の仲間
に本当に感謝しています。ありがとう
ございました。
　卒業してからも私はボクシングを続
けます。ボクシングを始めた頃から目
指しているオリンピックに向かってこ
れからも挑戦を続けていきます。
　“謙虚”、“感謝”、“素直”の気持ち
を忘れずに、高い向上心を持って次の
環境でも頑張っていきたいと思います。

　この度は、学長賞という大変名誉あ
る賞をいただき、誠にありがとうござ
います。
　私は、高校生の時に『源氏物語』に
出会いました。「桐壺」巻の緊張感漂
う重々しい語りに魅了され、大学では
専門的な研究がしたいと思い、『源氏
物語』ゼミに入りました。ゼミでは、
原文と向き合うことで、王朝貴族の雅
な世界を垣間見ることができ、また登
場人物固有の喜びや苦悩を読み深める
こともできました。先生のご指導のも
と、仲間と切磋琢磨し、研究できたこ
とは、私の一生の財産です。
　また、多くの先生方や仲間の支えが
あり、教員採用試験に合格することが
できました。卒業後は高校の教師とし
て、４年間の学びを生かし、生徒に文
学の魅力を伝えていきたいです。

　この度は学長奨励賞をいただくこと
ができ、大変光栄に思います。
　私はこの４年間で「人は誰かの親切
や善意の上に生きている」ということ
を改めて学びました。視覚に障害を持
ち文字の読み書きや歩行等で様々な支
援や補助を受けている私が、日本史科
目を履修し卒論を書き上げ、また教員
免許を取得できたのは、私の障害につ
いて学び理解し、適切な支援を行って
くださった皆さまのおかげであると、
強く感じております。
　今後は大学やボランティア活動での
経験を生かし、誰かを支え生きていけ
る人になりたいと思っています。末筆
ながら、私を支えてくださった職員の
皆さまや先生方、友人たちに感謝の言
葉を表したく思います。４年間ありが
とうございました。

　この度は、名誉ある学長奨励賞を受賞でき、とても光栄
に思っております。一昨年、日本学生経済ゼミナール関東
部会が主催する第54回インナー大会プレゼンテーション部
門において、予選会出場119チーム中８位の成績を収めるこ
とができました。
　企画内容は、年々増加するインバウンドに着目し、個人
飲食店に対して、格安で外国語メニューを提供するビジネ
スモデルです。途中、何度も壁にぶつかり、心が折れそう
になることもありましたが、なんとか８位をとることがで
きました。これも、熱心にご指導いただいた兼村先生をは

じめ、ご協力いただいた飲食店の方々のお力添えがあった
からこそ、と思います。本当にありがとうございました。
 （副代表　経営学部市場戦略学科４年　古川　絢子）

感謝の言葉 支駒澤大学4年間の学び

学長奨励賞受賞に寄せて
 兼村栄哲ゼミナール　チームBears

学長賞 学長賞 学長奨励賞
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卒業生・修了生の皆さんへお知らせ
駒澤大学ホームページ
→ 同窓生の方 → 各種証明書について

●証明書発行手数料（切手）
　1通300円
　（英文による証明書は１通600円）
●返信用封筒
長形３号封筒　23.5×12cm
宛先明記・送料分の切手貼付

【申し込み先】
　〒154-8525
　東京都世田谷区駒沢１－23－１
　駒澤大学教務部　証明書係
　TEL：03-3418-9121
　なお、夏季・冬季休業中、及び学校行事
等で事務取り扱い日・時間が変更になるこ
とがあります。お問い合わせください。

卒業アルバムを購入された方へ

　ご卒業おめでとうございます。
　卒業アルバムは5月連休明けから随時お
届けを予定しています。
　予定を大幅に過ぎても卒業アルバムが届
かない場合、または住所が変更となった場
合、その他ご相談がある場合は下記までご
連絡ください。

【問い合わせ先】
　学生部学生課（学生部①窓口）
　TEL：03-3418-9064

卒業証明書、成績証明書等の申し込み

　窓口申し込み、郵送申し込みの２つの方法
があります（電話・FAX・Ｅメール等による申
し込みは受け付けません）。

【窓口申し込み】
　公的機関発行の身分を証明するもの（運
転免許証・パスポート・健康保険証・住民
票等）を持参のうえ、直接来校してくださ
い。（教務部⑪番窓口）
【郵送申し込み】
　以下の４点を封書で郵送してください。
●公的機関発行の身分証明書の写し
●必要事項記載用紙
①氏名（卒業時氏名・フリガナ併記。英
文証明書希望者は欧文氏名も併記し
てください）

②生年月日　　
③入学年月・卒業年月
④学部･学科･専攻
⑤学生番号　
⑥フレックスＡ・Ｂの別
⑦卒業時の本籍地（都道府県名）
⑧証明書種類・必要部数（厳封の要・不
要を記入してください）

⑨使用目的・提出先
⑩連絡先（住所・電話番号・日中連絡の
つく電話番号も併記）　

　　※ 任意の書式可。また本学ホームページ
より専用フォームのダウンロードも可
能です。

卒業後の図書館利用について

　卒業後も図書館のご利用ができます。来
館の際は、１階カウンターで、身分を証明
するもの（運転免許証・健康保険証等）を
提示し、所定の「図書館利用願」に記入し
て、館内利用の手続きを行ってください。
　貸出が受けられる貸出登録手続き（有料）
等の詳細は、図書館ホームページをご覧く
ださい。

【問い合わせ先】
　図書館情報サービス係
　TEL：03-3418-9165

　

駒澤大学ホームページ
→ 図書館 → 利用案内 → 卒業生の方

KOMAnet IDの削除について

　卒業生および修了生の方のユーザIDは、
3月31日をもって削除されます。
　これに伴い、個人データはメールも含め
すべて削除されますので、ご注意ください。

【問い合わせ先】
　総合情報センター
　itc@komazawa-u.ac.jp

卒業生への今後の主な連絡は次の通りです。
● 卒業時の住所により自動的に登録された
支部から、総会や交流会のご案内
　 　転居により、所属する支部が変更となる
場合があります。転居の際は必ずご連絡く
ださい。

●  「同窓会だより」送付（年１回９月発行）
　 　大学の近況・サークルの様子・全国同窓
生の紹介など、様々な情報をお届けします。

　 　サークルやゼミでOB会を開催する場合、
参加人数に関係なく、同窓会より記念品（タ
オル・会報誌等）を提供しています。ご連
絡ください。

【同窓会事務局連絡先】TEL.03(3418)9188､ FAX.03(3418)9190
ホームページ　https://www.komazawa-u.ac.jp/alumni/

駒澤大学同窓会からのお知らせ

駒澤大学ホームページ
https://www.komazawa-u.ac.jp/
Facebook komazawa.university
Twitter @komazawa_univer
YouTube komazawauniv

 こちらにもアクセスしてください！
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年１回　９月発行
〒154－8525

世田谷区駒沢1－23－1
駒澤大学同窓会事務局

電話（03）3418－9188・9189
FAX（03）3418－9190

http://www.komazawa-u.ac.jp/cms/alumni

同窓生総数.............（Ｈ27.7.1現在）２２６,５６３人
住所把握者数................................ .１２８,７６５人

同
窓
生

在
校
生
数

学　部.......................（Ｈ27.5.1現在）１５,２２０人
　仏教学部. ８９３人. 文 学 部. ３,７２２人
　経済学部.３,４６４人. 法 学 部. ３,０２７人
　経営学部. ２,４２８人. 医療健康科学部. ２５５人
　GMS学部.１,４３１人
修士課程............................................ .１３４人
博士後期課程.........................................２７人
法曹養成研究科......................................３２人
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北海道ブロック記念大会

全国支部長会

三遊亭遊馬師匠
芸術祭大賞受賞

スペシャルインタビュー
つくば市役所　塚本健二さん
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支
部
の
活
動
に
感
謝
！

　
駒
澤
大
学
同
窓
生
の
皆
様
、
お

元
気
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
昨
年
、
同
窓
会
長
に
選
任
頂

い
て
か
ら
一
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
こ
の
間
、
全
国
各
地
の
支
部

に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

各
支
部
役
員
や
関
係
す
る
皆
様
が

継
続
し
て
同
窓
会
活
動
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
目
の
当

た
り
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
支
部

活
動
の
充
実
こ
そ
同
窓
会
の
生
命

線
で
あ
り
源
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
確
信
し
ま
し
た
。
ご
尽
力
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

活
動
の
充
実
に
向
け
て

　
こ
と
し
六
月
二
十
日
の
全
国
支

部
長
会
で
次
の
こ
と
を
本
部
よ
り

提
案
し
承
認
頂
き
ま
し
た
。

一
、
支
部
、
特
に
地
区
活
動
へ
の

支
援
の
拡
大

一
、
会
員
数
の
多
い
支
部
へ
の
総

会
開
催
通
知
送
料
支
援
の
新
設

一
、
会
員
の
25
％
、
現
役
学
生
の

4
割
弱
が
女
性
で
す
。
女
性
の
同

窓
会
活
動
へ
の
参
加
促
進
、
そ
の

環
境
の
整
備
　
な
ど
。

　
少
子
化
の
中
で
受
験
人
口
が
急

激
に
減
少
す
る
と
い
う
同
窓
会
財

政
へ
の
き
び
し
い
制
約
を
も
に
ら

み
な
が
ら
支
部
活
動
を
積
極
的
に

支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。新

し
い
発
想
を
！

　
各
支
部
総
会
へ
の
出
席
者
が
多

く
の
方
々
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら

ず
顕
著
な
増
加
が
み
ら
れ
ず
、
固

定
化
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ

り
ま
す
。
駒
澤
だ
け
で
な
く
他
の

大
学
で
も
そ
の
傾
向
が
あ
る
と
聞

き
ま
す
。
「
同
窓
会
」
と
名
の
つ

く
組
織
の
も
つ
宿
命
で
し
ょ
う

　
先
般
は
同
窓
会
全
国
支
部
長
会
の

懇
親
会
に
お
招
き
に
与
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
知
己
の
方
々
の

お
元
気
な
ご
様
子
を
拝
見
し
、
御
活

躍
な
さ
っ
て
い
る
皆
様
の
近
況
を
お

聞
き
し
、
と
て
も
有
意
義
な
ひ
と
と

き
で
し
た
。
須
川
理
事
長
、
廣
瀬
学

長
の
御
挨
拶
で
重
ね
て
ふ
れ
ら
れ
た

通
り
、
待
ち
に
待
っ
た
一
三
〇
周
年

記
念
棟
建
設
の
大
事
業
が
本
年
五
月

か
ら
着
工
に
な
り
ま
し
た
。
先
ず
は

建
設
予
定
地
の
既
存
の
建
物
の
解
体

工
事
か
ら
始
め
、
二
〇
一
七
年
十
二

月
に
は
、
地
上
九
階
の
高
層
棟
に
四

階
の
低
層
棟
を
合
わ
せ
た
、
お
よ
そ

二
万
五
千
平
米
に
及
ぶ
壮
麗
な
新
校

舎
が
落
慶
し
ま
す
。
受
験
生
が
激
減

す
る
二
○
一
八
年
を
迎
え
、
遅
れ
ば

せ
な
が
ら
引
け
を
と
ら
ぬ
教
育
施
設

が
整
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。こ
の
間
、

在
校
生
に
不
便
を
か
け
ぬ
よ
う
居
心

地
の
良
い
環
境
作
り
に
努
め
て
参
る

所
存
で
す
。

　
同
窓
会
は
卒
業
生
の
就
職
活
動
に

も
っ
と
力
に
な
れ
る
こ
と
が
あ
る
は

ず
だ
と
、
萩
野
会
長
が
開
会
の
御
挨

か
。
し
か
し
、
参
加
し
て
頂
か
な

い
と
何
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。
今
ま

で
の
と
り
く
み
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
関
心
を
高
め
る
新
鮮
な
発
想

を
持
つ
企
画
の
提
起
が
今
、
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
活
動
の
見
直
し

を
も
図
り
な
が
ら
若
い
同
窓
生
の

意
見
や
女
性
の
感
性
を
同
窓
会
活

動
に
生
か
し
て
い
く
仕
組
み
を
工

夫
を
こ
ら
し
て
構
築
し
て
い
く

「
時
」
と
思
い
ま
す
。
本
部
と
支

部
が
連
携
し
な
が
ら
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
大
学
を
と
り
ま
く
環
境
は
厳
し

さ
の
度
を
増
し
て
い
ま
す
。
十
八

歳
人
口
が
激
減
す
る
二
〇
一
八
年

を
目
前
に
、
大
学
当
局
は
様
々
な

教
育
改
革
に
と
り
く
み
、
具
体
的

方
策
を
実
行
に
移
し
て
い
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
生
か
し
な
が
ら
充
実
し
た
学

生
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
同
窓
会

は
当
局
と
も
協
働
し
な
が
ら
支
援

を
継
続
・
発
展
さ
せ
ま
す
。

　
同
窓
会
の
前
進
の
た
め
会
員
皆

様
の
ご
協
力
、
ご
提
案
を
心
か
ら

拶
で
力
強
く
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た

が
、
合
わ
せ
て
受
験
前
の
高
校
生
に

是
非
駒
大
へ
進
学
す
る
よ
う
お
勧
め

願
い
た
く
存
じ
ま
す
。仄
聞
で
す
が
、

　
今
般
、
駒
大
同
窓
会
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
長
・
常
任
副
会
長
に
推
挙
戴
き
ま

し
た
昭
和
四
十
三
年
経
済
学
部
経
済

学
科
卒
、
佐
賀
県
支
部
長
の
豆
田
繁

治
で
ご
ざ
い
ま
す
。
就
任
に
あ
た
り

全
国
同
窓
生
の
皆
様
に
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
卒
業
年
度
毎

に
開
催
さ
れ
て
い
る
集
い
を
佐
賀
県

支
部
同
窓
会
組
織
と
し
て
発
足
以
来

十
八
年
を
迎
え
ま
し
た
。
同
じ
学
び

舎
で
過
ご
し
た
同
窓
生
の
相
互
親
睦

を
主
に
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
若
い
同
窓
生
を
中
心
に
位

置
づ
け
仲
間
と
し
て
集
え
る
組
織
改

革
を
皆
の
力
で
図
ら
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
阿
津
坂
前
ブ
ロ
ッ
ク

長
指
導
の
も
と
、
九
州
は
一
つ
を
合

言
葉
に
各
県
開
催
の
総
会
に
は
各
県

支
部
長
も
集
い
、
総
会
・
同
窓
会
の

情
報
交
換
会
や
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
総

会
・
ゆ
け
む
り
の
里
研
修
会
等
幅
広

い
交
流
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
各
県
支
部
活
動
に
多
く
の
会

員
が
参
加
し
、
益
々
隆
盛
な
同
窓
会

活
動
の
輪
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
頑
張

る
覚
悟
で
す
。
更
に
駒
大
同
窓
会
の

発
展
に
寄
与
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
会
員
皆
様
の
ご
指
導
を
お
願
い
致

同
窓
生
と
共
に
あ
る
駒
澤
大
学

総
長
・
同
窓
会
名
誉
会
長 

池い
け

田だ

魯ろ

參さ
ん

本
年
、
大
学
統
一
試
験
に
合
格
し
た

生
徒
が
、
国
公
立
大
へ
は
進
ま
ず
本

学
の
仏
教
学
部
に
入
学
し
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
萩
本
欽
一
さ
ん
の
入
学

同
様
、実
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

同
窓
生
の
皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ
に
活
躍

な
さ
っ
て
い
る
様
子
や
、
現
に
学
内

で
働
い
て
い
る
教
職
員
の
は
つ
ら
つ

と
し
た
姿
か
ら
、
自
然
と
駒
澤
人
の

群
像
が
立
ち
上
り
、
そ
れ
に
触
発
さ

れ
て
優
秀
な
魅
力
あ
る
学
生
が
蝟
集

す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
す
。
そ
ん

な
駒
大
の
盛
ん
な
将
来
を
夢
見
て
い

る
も
の
の
一
人
で
す
。

　
日
本
と
は
勿
論
、
事
情
は
異
な
り

ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
大
学
ラ
ン

キ
ン
グ
上
位
は
、
東
部
の
ハ
ー
バ
ー

ド
大
を
始
め
、
イ
エ
ー
ル
大
、
プ
リ

ン
ス
ト
ン
大
、
西
部
の
ス
タ
ン
フ
ォ

ー
ド
大
な
ど
名
だ
た
る
大
学
は
い
ず

れ
も
私
立
大
学
で
す
。
公
立
大
の
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
バ
ー
ク
レ
ー
校
で

も
十
数
位
で
す
し
、
二
十
五
年
前
私

が
お
世
話
に
な
っ
た
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

大
な
ど
も
二
十
数
位
で
し
た
。
こ
の

よ
う
に
ア
メ
リ
カ
で
は
私
立
大
学
が

高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
そ
れ
も

ひ
と
え
に
卒
業
生
た
ち
の
熱
心
な
後

援
が
あ
っ
て
こ
う
い
う
結
果
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
一
層
会
員

相
互
の
親
睦
を
深
め
ら
れ
、
誉
れ
高

い
駒
大
の
善
き
学
風
を
さ
ら
に
宣
揚

し
て
頂
き
、
母
校
へ
の
さ
ら
な
る
御

寄
与
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
駒
澤
大
学
は
こ
れ
か
ら
も
同
窓
生

の
皆
様
方
と
共
に
歩
ん
で
参
り
ま
す
。

し
ま
す
。

同
窓
会
会
長 

萩は
ぎ

野の

　虔け
ん

一い
ち

常
任
副
会
長
ご
挨
拶

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
長
佐
賀
県
支
部
長

豆ま
め

田だ

繁し
げ

治は
る

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
鮮
な
発
想
を
大
切
に

ホームカミングデー

　毎年秋に「ホームカミングデー」を開
催しています。卒業後、母校へお集まり
いただき、旧交を深める会として今年で
13回を迎えます。
　開催日程が決定次第、ホームページ、
同窓会だより等でお知らせいたします。
多くの卒業生の皆さまのご参加をお待ち
しています。

卒業後も大学へ！

（2016.3.23）8

同窓生総数230,000人！
皆さまの積極的な参加協力をお待ちしています！
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